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 本研究は 7 つの章から構成される。このうち、第 3 章、4 章、5 章、6 章は既発表論文を
大幅に加筆・修正したものである。各章の概要は以下のとおりである。 
















 第 3 章「『監視の両義性』テーゼ――その思想的源流」では、ライアンの監視社会論をさ
さえる第一の要素である「監視の両義性」テーゼについて、その思想的・方法的な背景と、
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 第 7 章「結論」では、本研究でえられた知見を要約したうえで、従来のライアン理解に
たいする反証と、ライアン監視社会論の意義と限界の提示をおこなった。以下では後者に
ついて述べる。 
 第一に、情報技術が人びとのコミュニケーションを媒介することによって生じる、現代
の社会的な構造変化を記述することができるという点である。第二に、かれの議論が西欧
近代社会の「人間中心主義」が生み出した近代科学技術にたいする原理的な批判であると
いう点である。第三に、現代の監視社会を「身体の消失」のプロセスとして捉え、その処
方せんとして「再身体化」という倫理を主張するという筋立てを構想しえたのは、ライア
ンがキリスト教社会学という理論的・方法論的な道具立てを有していたからであるという
点である。第四に、第三に挙げた特性をもつ一方、キリスト教的な世界観を色濃く反映し
た社会理論であるため、その普遍性や一般性において大きな問題を抱えているという点で
ある。第五の特質は、ライアンの方法の帰結であるが、監視社会をめぐる個別の論点につ
いて未解決のまま放置されている問題が多く残されているという点である。 
 ライアンは、キリスト教社会学という理論的視座を内蔵した独自の社会理論によって、
「監視」をめぐる問いの構図の転換に一定の成功をおさめた。それは、人間が「データの
束」として把握されることによって「人格の全体性」が失われていくポストモダン状況の
認識と、これにたいする「再身体化」という倫理の提起という問いの構図である。しかし
ながら、その一方で、ライアンは従来の枠組みから「監視」概念を引き剥がし、それをキ
リスト教的社会倫理という視座からふたたび意味づけようとした。だがこのことが逆に、
社会理論としての普遍性や一般性を低下させる足かせとなっていると結論した。 
